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住民自主と地域連携のまち	豊浦町
１．豊浦の歴史的大災害
　豊浦は、昭和初期までは“弁辺”と呼ばれたところ
で、開拓移民が入植する明治期以前は、先住民アイ
ヌのコタンがベンベ、オフケシ、レブンゲにあった
そうです。この三地区は 1800年頃には各々約20戸

（110人）、28戸（133人）、27戸（119人）と、やや大き
めの集落があって、豊かな海の幸をもとに生活し、
松前藩虻田場所に属していたようです。
　しかし、江戸初期には、1640年の駒ヶ岳噴火・津
波災害と、1663年の有珠山噴火の降灰災害の影響
を強く受けていたようです。これら三地区の先住民
にとっては、前者が最も悲惨な自然災害であった可
能性を考えると、豊浦の大災害は古くから津波災害
だったのかもしれません。

２．大災害の罹
り

災
さい

者たちを支援してきた豊浦
　近年の豊浦町住民は、2011年東日本大震災の大津
波災害（波高3ｍ強の津波による漁業被害）とともに、
1977年有珠山噴火災害（降灰による農林被害と断水・
停電など）の被災体験をお持ちです。しかし、豊浦の
防災思想の高さは、自然災害の被災体験だけでなく、
むしろ被災難民との共生圏づくりが深く関わってい
るように思えます。
　1907年8月の山梨大水害（ 死者233人、流失家屋1
万戸）の罹

り

災
さい

者たちは故郷を捨て、北海道羊蹄山麓に
集団移住してきました。山梨団体入植の第一陣は翌
年4月半ば、室蘭港−クッチャン駅から東クッチャ
ンのワッタカサップ（53戸）・ヌプリカンベツ（38戸）・
ペーペナイ（116戸）に向かいました。
　次いで第二陣の“ 93戸”は、同年5月初め室蘭港か
ら弁辺港、そして弁辺原野（ヌキベツ川上流ソータキ
ベツ川沿い）に入植します（｢山梨｣）。彼らを迎え入れ、
馬車と人力の荷物運搬と家づくりを支援したのは、

　大規模災害が発生したとき、消防や自衛隊などの公的機関の救助「公助」は早期に救助ができないことや自
分の身の安全は自分で守るという「自助」と、普段から顔を合わせている近所や地域の人が互いに協力し、助け
合う「共助」が必要となってきます。
　災害による被害を未然に、また、最小限に防ぐためには「自助」・「共助」・「公助」の連携が大切です。
　今月号から3回にわたり、今一度「自助」・「共助」の大切さを考えてみたいと思います。
　今回は、豊浦町の防災アドバイザーをお願いしているＮＰＯ法人環境防災研究機構の新谷理事から豊浦町
の歴史を振り返りながら「地域防災」についてお伝えしたいと思います。

先人の入植者たち（大和・小花井・弁辺）であったと
記されています。さらに翌年にも、同じ弁辺原野に

“106戸” が入植し（｢新山梨｣）、これらの約200戸が、
入植直後から雪・霜害で農作物が壊滅したため、ほ
とんどが離散し、地名のみが残った悲惨な開拓地と
なりました。このことは、後の豊浦に大きな傷跡を
残したのではないでしょうか。

３．共助のまち豊浦
　近年の 2000年3月有珠山噴火に際して、隣人の虻
田町民約4,000人の長期避難民を受け入れた豊浦が、
防災共助のまちとして全国から讃えられたことは記
憶に新しいことです。
　豊浦の人たちにみる、自然の異変をもまちづくり
に取り込もうとする防災思想は、かつての災害教訓
から培われたものかも、との思いに至ります。郷土
の海・川・山づくりとともに、ブランド（養殖ホタテ、
イチゴ、豚・牛肉）づくりと人づくりで、未来に生
きようとする豊浦の姿には、自然災害とともに生き
ていこうとする強

きょう

靭
じん

さが見てとれます。
　まちづくり史と災害教訓を、世代を超えて語り継
いできた豊浦の人たちには、「住民自主・地域連携に
よる自主防災」の想いがすでに備わっている稀

け

有
う

なま
ちに思えるのですが。

町民防災講座 自助・共助の輪を広げよう
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▲ファミリースポーツセンターに開設された避難所
　　　　　　　　　　　（平成12年有珠山噴火時）


